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⾃⼰紹介

• 名前︓⽊村 克⾏
• 所属︓オムロン株式会社

• G検定 2019#3
• E資格 2020#1



今回のポイント

l 時系列が⻑い予測
l 24時間先までの予測

l ⼊⼒データの種別が多い
l 衛星画像+気象データ（7要素）

ü セグメンテーションのタスクとして解く
ü UNetをベースとしたモデル

ü データ種別ごとの特徴を効率的に捉えることに着⽬
ü Multipath EfficientNet Encoder機構

気象データの⼀例(気温/気圧/湿度/⾼度/⾵)



モデルの⼊出⼒
直前24時間の衛星画像データと直前1時間の気象データを⼊⼒

未来24時間の衛星画像データ予測値を出⼒



モデルのアーキテクチャ
3つのエンコーダを持ったMultipathの EfficientNet + UNet



精度向上の⼯夫
• ⽋損データは前後データから加重平均による線形補間
• 特徴量サイズを統⼀ （気象データを1/4化）
• 特徴量を[-1, +1]に正規化（⾵データは向きを表すため正負を考慮）
• モデルは UNetをベースとしたシングルモデル
• エンコーダ部にEfficientNet構造を採⽤
• ⼊⼒データを3種(衛星画像/Wind/Other)に分類し個別のエンコーダを⽤意
• 活性化関数にFReLUを採⽤
• EfficientNet内のSEモジュールをscSEに変更
• モデル最終出⼒層にてLabel Smoothing
• 損失関数にMAE+MSE+SSIMを採⽤



予測結果
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感想・まとめ
• CDLE HACKATHONに参加した感想

– 本格的なディープラーニング実装で四苦⼋苦することも多々ありましたが、学ぶことが多く⼤変
貴重な経験ができました。学びの場を提供していただき、ありがとうございました．

• まとめ
– 時系列タスクをセグメンテーションとして解いた
– データ種別ごとの特徴を効率良く捉えられるようにモデルを構築
– 仮説を⽴てて有効と思われる⼿法を採⽤




